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 2011 年度 第 2回 理事・企画委員会 

 

日時：平成 23 年 6 月 17 日 10：00～12：00 
会場：オムロンソフトウェア株式会社4F 多目的ルーム（京都市下京区塩小路通堀川東入） 
出席者：赤松、宮尾、渋谷、田中、萩原、長谷川、伊藤、松沼、福島 

委任状：木暮、安藤、大森、岡田、川野、篠原、大門、丁井、古川、大杉、境 

 

報告 

・会員動向について資料に基づき報告がなされた． 

  ・会費回収率向上のために，学会誌送付，研究会案内時等に請求書も同封する．滞納の場合は，最近2年分の

請求書を送る．また，督促時に「会費を納めて頂かないと会誌が届かなくなる」と明記するとした． 

 

議題１．シンポジウムの件 

・モバイル’11 報告 
－会計報告：約30万円黒字（要因：会場費：0円，アルバイト学生は懇親会招待，講演謝礼辞退有） 

－参加者63名中正会員26名は少なかった． 

－企業からも非会員参加があった． 

－シンポジウムを契機に学会入会者：正会員（６），学生会員（４） 

 

・モバイル'12 準備状況報告 
－開催地：大阪市立大学 杉本キャンパス 

－開催日：2012年3月15日（木）～16日（金）と決定した． 

－テーマ・企画について意見交換がなされた． 

 特別講演に合わせてテーマを選んだ方がよいのではないか．（地域，トレンドを考慮） 

－特別講演について意見交換がなされた． 

－ポスター発表を行うかどうかは，件数に依ると思われるが，大会長に一任された． 

－協賛学協会のリストを検討された． 

新たに以下の団体に協賛依頼を出す：日本社会福祉学会，日本交通医学工学研究会，日本生物物

理学会，日本福祉工学会（コンピュータ利用教育協議会が名称変更された） 

－今後のスケジュールについて確認がなされた． 

 

・モバイル'13 
  担当者と開催場所が以下の通り決定した． 

－担当：木暮理事 

－開催地：産総研（お台場） 
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議題２．モバイル研究会の件 

次回以降の研究会の担当者と開催時期・開催場所が以下の通り決定した． 

・第 12 回モバイル研究会 
－2011年9月3日（土） 

－場所：名古屋文理大学（仮）（名鉄名古屋本線，国府宮駅） 

－担当：長谷川理事 

・第 13 回モバイル研究会 
－2012年5-6月頃 

－場所：慶應義塾大学 矢上キャンパス（仮） 

－担当：大門理事、大杉委員 

・第 14 回モバイル研究会 
－2012年 秋 

－場所：京都工芸繊維大学 

－担当：渋谷理事 

 

議題３．モバイル学会誌の件 

・モバイル学会誌編集委員会の設立が承認された． 

・編集担当理事として，安藤理事，大森理事，大門理事が担当することが承認された． 

・モバイル学会誌の同時投稿・直接投稿の査読手続きに関するスケジュールを Web 上に公表することが承認

された．⇒採録決定後に，学会誌発行を待たずに，「掲載証明書」を発行する旨も明記（会誌の発行間隔が

長いため）することとした． 

・モバイル学会誌 Vol.1，No.2 の編集状況報告がなされた． 

  －採録決定：6／再査読中：1 

  －採録数が少ないことに対する対応について 

    ⇒まずは，原著論文を増やす（投稿を促す）こととなった． 

    ⇒シンポジウム「モバイル'11」の報告記事（担当：古川理事） 

    ⇒シンポジウム「モバイル'12」の開催案内記事（担当：岡田理事） 

  －モバイル学会誌 Vol.2，No.1 

    ⇒研究会での発表を投稿へ勧誘することとなった． 

    ⇒理事からの直接投稿を依頼することとなった． 

・フォーマット変更について 

  －受付日・受理日・著者紹介先に変更されることが承認された．各項目の内容は以下の通り． 

     ・受付日：査読のための論文原稿が学会誌編集委員会（事務局）に届いた日とする． 

   ・シンポジウム発表日：当該内容が発表された日とする． 

   ・受理日：著者から最終版が学会誌編集委員会（事務局）に届いた日とする． 

     ※査読者が最終版をチェックした場合には，査読者が承認した日とする． 

・査読が遅い場合には（時間がかかる場合には）督促等を積極的に行うことを確認した． 

・モバイル学会誌の査読基準を明確化し Web で公表することが承認された． 
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議題 4 企画委員の補充の件 

 －以下の2名が新たに企画委員として承認された． 

○福島さん（オムロンソフトウェア） 

○長谷川旭さん（名古屋文理大学） 

 －遊橋さんを木暮理事より勧誘（理事ではなく企画委員として）していただくこととなった． 

 

 

その他 

 田村博基金（田村博研究奨励賞の賞金）は，学会用口座とは別口座として管理することが決定した． 

 

議事録署名人の選任（2 名）：渋谷理事・田中理事 

（以上） 

平成 23 年 6 月 17 日 
特定非営利活動法人モバイル学会 
２０１１年度 第２回理事・企画委員において 
 
 
 
議事録署名人：渋谷 雄 印 

 
 
議事録署名人：田中 成人 印 


